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（２）課題 

・地域の日常生活の中心となる安岡駅や安岡

支所周辺、国道１９１号沿道は、生け垣や

街路樹等の緑に乏しく、地域の顔にふさわ

しい緑の創出が必要です。 

・友田川などの河川について、河川の水質や

周辺景観の保全、親水空間の確保が必要で

す。 

・美しい海岸線や山並み、河川などの自然景

観などの保全とレクリエーションの場とし

ての活用が必要です。 

・綾羅木海岸風致地区は、当初の目的と実情とが大きく異なっています。 

 

 

（３）地域の施策 

緑の質的向上を望む意見が多いことから、地域の実情に応じて公園のリニュー

アルを進めるとともに、市民の緑化への意欲を実際の活動につなげるための支援

を行います。 

また、風致地区は実情に応じた見直しを行います。 

 

①緑を活かす（質の向上・改善） 

・下関北運動公園や深坂自然の森などは、市民のレクリエーションの場として、

施設の充実、利便性の向上に努めます。 

・指定緊急避難場所に指定されている下関北運動公園、安岡地区公園の防災機能

の向上に努めます。 

 

②緑を守る（緑の保全） 

・綾羅木海岸風致地区は、住宅地の拡大

等により、自然的景観が消滅したエリ

アがあるため、代替方策や指定範囲の

見直しを進めます。 

・友田川は、河川環境を保全、活用し、

親水空間の創出を図ります。 

・吉母海岸を中心に、ハマユウや砂浜な

どの海岸景観の保全や魅力の向上に努

めます。 

  

 
綾羅木海岸風致地区 

 
国道１９１号の商業施設 

（安岡駅前１丁目付近） 
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・農林水産省のため池百選に選定された

土木遺産である深坂溜池と深坂自然の

森を、歴史と自然の交流拠点としての

活用を進めます。 

・地域景観の背景となる竜王山などへの

視線の配慮など、市街地の背景となる

山並みの保全を進めます。 

・県道安岡港長府線や西田川沿いなどの

農地などについては、農用地区域の継

続、休耕田における景観作物の育成な

ど、河川と田畑が一体となった田園景

観の保全・創出を進めます。 

 

③緑でやすらぐ（身近な緑） 

・深坂溜池や竜王山などを巡る中国自然歩道や夢街道ルネサンス、日本風景街道

と連携し、ルートの維持・保全や緑を楽しむことのできる場の創出などを進め

ます。 

・安岡駅周辺は、緑の拠点として、既存の県営団地の豊かな緑を維持・保全する

とともに、住宅や国道 191号沿道の商業施設の生け垣整備等、民有地の緑化

を促進します。 

 
④緑を支える（市民・企業の参加・協働） 

・拠点となる安岡駅周辺や国道１９１号

沿道などについて、地域内の住民や企

業が管理する花壇スペースを設置する

など、市民・企業の参加・協働による

緑づくりを進めます。 

・下関市園芸センターは、園芸相談や講

習会の実施、緑化活動団体などを通し

て緑に関する情報発信を進めます。 

 

  

 
深坂溜池 

 
安岡駅前県営住宅の緑化 
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●市街地西部地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例

地域の拠点

拠点となる公園・緑地

主な公園・緑地（供用済）

未供用の長期未整備公園

海水浴場

市役所・総合支所・支所

その他

風致地区

自然公園

河川

市街地ゾーン

田園地ゾーン

樹林地ゾーン
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４．菊川地域 

（１）現況 

①土地利用・人口 

・周囲を山々に囲まれ、中央部に広がる盆地

に広大な農地や市街地が広がっています。 

・人口はわずかに減少傾向にあり、高齢化率

は市平均とほぼ同じ割合となっています。 

 

②公園・緑地 

・人口一人あたりの施設緑地面積は２７.６

㎡/人で市平均を下回っています。 

・０.１ｈａ未満の小規模な団地内公園や児

童公園などが点在しています。また、木屋

川や田部川沿いには、チャレンジパーク、

遊ー遊ー広場といった１ｈａを超える河川公園が整備されています。 

 

    地域内合計 市全域に占める割合 

箇所数 施設緑地 29 箇所 4% 

面積 

施設緑地 26 ha 2% 

地域制緑地 9,692 ha 18% 

緑地合計※ 9,709 ha 18% 

    地域内 市全域 

人口一人あたり 

面積 

施設緑地 27.6 ㎡/人 38.4 ㎡/人 

地域制緑地 10,398.0 ㎡/人 1,983.1 ㎡/人 

緑地合計※ 10,416.0 ㎡/人 1,998.1 ㎡/人 

※ 施設緑地と地域制緑地間の重複を除いた合計であるため、各項目の合計とは一致しない 

出典：緑地箇所数・面積は平成26年4月現在、人口は平成26年4月住民基本台帳 

 

③市民アンケート 

・特に大事にすべき緑として、河川・ため池など水辺の緑を重視する人が最も多

くなっています。 

・遊具などの公園施設が少ないとの意見が約3割で他地域より多くなっています。 

  

 
地域の位置図 

豊北地域

豊田地域

菊川地域

市街地中心地域

市街地西部地域
市街地東部地域

豊浦地域
































